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〇
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日
本
佛
教
学
会
の
二
〇

一
二
年
度
学
術
大
会
は
、
九
月
十
三
・十
四
日
の
二
日
間
、
花
園
大
学
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
共
同
研
究

テ
ー
マ
は

「仏
弟
子
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
。
加
盟
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
研
究
者
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
報

告
さ
れ
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
議
論
が
向
か
う
べ
き
方
向
は
、

一
人
ひ
と
り
が
仏
弟
子
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
と

い
う
点
に
つ
き
る
。
こ

れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
解
と
姿
勢
が
あ
り
得
る
が
、
そ
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
の
が
、
先
人
の
歩
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
史
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る

一
方
、
近
代
仏
教
史
に
対
す
る
関
心
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
特
に
、
明
治
以
降

の
日
本

の
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
、
教
団
と
社
会
が
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
き
た
の
か
、
個
々
の
僧
侶
な

い
し
宗
教
者

が
ど
の
よ
う
に
行

動
し
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
古

い
資
料
に
比
較
し
て
散
逸
の
可
能
性
も
高
く
、
早
急
か

つ
詳
細
な
資
料
蒐
集
と
検

討
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

明
治
維
新
以
後
、
日
本
が
め
ざ
し
た
近
代
化
の
波
が
大
き
く
う
ね
る
の
は
二
十
世
紀
初
頭
前
後
、
日
清

.
日
露
戦
争

か
ら

「十
五
年
戦

争

(日
中

・
太
平
洋
戦
争
)
」
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
間
宗
教
者
、
と
り
わ
け
仏
教
者
が
い
か
に
社
会
と
関
わ

っ
た

か
に
つ
い
て
は
多
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く
の
事
例
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

い
わ
ゆ
る

「大
逆
事
件
」
と
い
う
国
家
的
冤
罪
事
件
で
あ
り
、
そ
の

一
方
で
異
色

の
宗
教
活
動
を
展
開
し
た
と
い
え
る
の
が
、
伊
藤
証
信
の

「無
我
愛
運
動
」
で
あ
る
。
昨
年

(二
〇

一
一
年
)
が
大
逆
事
件
に
よ
る
死
刑

が
執
行
さ
れ
て
か
ら
百
周
年
に
あ
た

っ
た
た
め
、
関
係
各
所
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ま
た
書
籍

の
出
版
や
テ
レ
ビ
報
道
番
組
で
も

特
集
が
多
く
組
ま
れ
た
。
し
か
し
、
特
に
仏
教
界
に
お

い
て
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
と

い
う
と
、
大
逆
事
件
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
高
木
顕

明
に
つ
い
て
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
に
よ
る
顕
彰
の
催
し
が
あ

っ
た
程
度
で
、
内
山
愚
童
の
曹
洞
宗
で
も
峯
尾
節
堂
の
臨

済
宗
妙
心
寺
派
に

お
い
て
も
、
管
見
の
限
り
で
は
目
立

っ
た
動
き
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇

一
一
年
二
月
の
現
地
研
修
に
新
宮
を
選
ん
だ
が
、
こ
れ
は
大
逆
事
件
に
お
い
て

一
般

に

「新
宮
グ
ル
ー
プ
」
と
さ
れ
た
人
た
ち
の
中
に
、
高
木
顕
明
と
峯
尾
節
堂
が
含
ま
れ
て
お
り
、
お
り
し
も
峯
尾
と
遠
縁
の
関
係
に
あ
た

る
日
本
体
育
大
学
名
誉
教
授
正
木
健
雄
氏

(教
育
学
)
に
よ

っ
て
、
那
智
勝
浦
町
内

(現
在
は
新
宮
市
内
に
移
転
)
に
設
立
さ
れ
た
記
念

館
を
訪
問
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
。
新
宮
市
立
南
谷
墓
地
に
は
、
死
刑
と
な

っ
た
大
石
誠
之
助
を
は
じ
め
、
高
木

・
峯
尾
の
墓
が
点

在
し
て
い
た
が
、
大
石
の
墓
に
は
案
内
板
や
解
説
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
特
に
高
木
の
墓
に
は
真
宗
大
谷
派
に
よ
る
大
き
な
顕
彰
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
峯
尾
は
と
い
う
と
、
佐
藤
春
夫
記
念
館
辻
本
雄

一
館
長
の
案
内
で
着
い
た
も
の
の
、
案
内
板
す
ら
な
く
、
崩

れ
落
ち
そ
う
な
崖
下
に
ひ

っ
そ
り
と
あ

っ
た
墓
石
は
、
禅
僧
の
墓
と
し
て
の
卵
塔

(無
縫
塔
)
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

一
般
的
な
角
柱
の

も

の
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
立
派
な
顕
彰
碑
を
建
て
る
こ
と
の
み
が
望
ま
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

一
九
九
六
年
九
月

二
十
八
日
に
宗
門
と
し
て
按
斥
処
分
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
経
緯
を
解
説
す
る
よ
う
な
も

の
が
設
置
さ
れ
て
も
良

い
よ

う
に
考
え
る
。
筆
者
は
二
〇

二

年
五
月
二
日
付
で
、
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
に
対
し
て
改
善
措
置
を
求
め
る
進
言
書
を
提
出
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
そ
の
後
も
特
な
る
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方

で
、
妙
心
寺
派
を
設
立
母
体
と
す
る
花
園
大
学
に
お
け
る
近
代
仏
教
研
究
は
と
い
う
と
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
胸
を
張
れ
る
よ
う
な

状
況
で
は
な
い
。
花
園
大
学
に
お
け
る
近
代
仏
教
研
究
に
お

い
て
、
も

っ
と
も
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
の
は
市
川
白
弦
師

(
一
九
〇
二
～
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一
九
八
六
)
で
あ
る
。
小
笠
原
秀
実

(
一
八
八
五
～

一
九
五
八
)
に
師
事
し
、
臨
済
宗
大
学
在
学
中
か
ら
部
落
問
題
や
教
団
改
革
運
動
と

関
わ
り
を
持
ち
、

一
九
三
五
年
に
臨
済
学
院
専
門
学
校
教
授
と
な

っ
た
。
終
戦
後

の

一
九
四
六
年
、
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本

ア
ナ
キ

ス
ト
連
盟
に
加
入
し
た
り
、

一
九
五
二
年
に
京
都
市
教
育
委
員
に
就
く

一
方
で
、

一
九
六
五
年
に
は

「
べ
平
連

(ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
1

市
民
連
合
)」
に
小
田
実

・
開
高
健
ら
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
。

一
九
七
二
年
に
花
園
大
学
を
定
年
退
職
し
て
名
誉

教
授
と
な
る
が
、

教
団
批
判
や
社
会
的
活
動
の
け
じ
め
を

つ
け
る
と
し
て
僧
籍
を
返
上
、
還
俗
し
て
し
ま

っ
た
。
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て
仏
教

の
平
和
理
法

を
説

き
、
社
会
的
活
動
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
特
高
警
察
に
狙
わ
れ
た
り
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
、
伊
藤
証
信

(
一
八
七
六
～

一
九
六
三
)
や
石
川
三
四
郎

(
一
八
七
六
～

一
九
五
六
)
な
ど
と
交
流
を
も
ち
、
反
戦
の
主
張
を
仏
教
者
の
立
場
か
ら
貫

い
た
。
実
現
は

し
な
か

っ
た
も
の
の
、
石
川
三
四
郎
を
本
学
の
講
師
と
し
て
招
こ
う
と
し
た
り
、

一
九
五
四
年
に
は
伊
藤
証
信
を
招

い
て
講
演
会
を
開
い

た
よ
う

で
あ
る
。

一
九
六
七
年
に

『禅
と
現
代
思
想
』、

一
九
七
〇
年
に
は

『仏
教
者
の
戦
争
責
任
』
を
出
版
し
、
仏
教
者
の
戦
争
協
力

批
判
を
展
開
し
た
。
曹
洞
宗
の
内
山
愚
童
を
評
価
す
る
な
ど
、
幅
広

い
視
点
か
ら
近
代
仏
教
の
研
究
を
進
め
た
と

い
え

る
。
そ
の
姿
勢
は

作
家
水
上
勉
や
家
永
三
郎
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
晩
年
は
千
葉
県
佐
倉
市
に
隠
棲
し
、
残
念

な
が
ら
花
園
大
学

で
は
そ
の
伝
統
は
継
承
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
最
後
の
弟
子
と
な

っ
た
柏
木
隆
法
氏

(本
学
卒
業
生
)
に
よ

っ
て
研
究

は
受
け
継
が
れ
た
。

柏
木

氏
は
、
伊
藤
証
信
の

『無
我
の
愛
』

の
全
号
復
刻
や
日
記
の
編
纂
、
評
伝
の
執
筆
、
『大
逆
事
件
と
内
山
愚
童
』

の
出
版
な
ど
、
多

く

の
業
績
を
残
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
自
宅
に
伊
藤
証
信
の
無
我
苑
遺
品
や
大
逆
事
件
関
係
史
料
な
ど
、
今
日
的
に
は
入
手
が
き
わ
め
て
困

難
な
史
料
を
蒐
集

・
保
存
さ
れ

つ
つ
、
『中
外
日
報
』
誌
上
な
ど
に
精
力
的
に
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
業
績
は
、
柏
木
氏

の
薫

陶
を
受
け
た
中
川
剛
マ
ッ
ク
ス
氏

(本
学
卒
業
生
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)
に
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
方
面
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

右

に
述
べ
た
よ
う
に
、
花
園
大
学
で
の
近
代
仏
教
史
研
究
は
途
絶
え
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
筆
者
自
身
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
内

山
愚
童
顕
彰
運
動
の

一
環
に
携
わ

っ
た
経
験
も
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
正
木
氏
の
努
力
や
柏
木
氏
の
業
績
に
呼
応
す
る
よ
う
な
試
み
は
で
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き
な

い
か
と
考
え
た
結
果
、
二
〇

一
二
年

の
日
本
佛
教
学
会
学
術
大
会
開
催
を
好
機
と
し
て
、
関
係
史
料
の
展
観
を
企
画
し
た
次
第
で
あ

る
。
わ
ず
か
二
日
間
で
は
あ
る
が
、
国
内
の
主
だ

っ
た
仏
教
研
究
機
関
の
関
係
者
が
集
う
大
会
で
の
展
観
が
、
近
代
仏
教
研
究

の
再
認
識

に
つ
な
が
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
内
山

・
高
木

・
峯
尾
の
三
師
、
お
よ
び
伊
藤
証
信
に
関
係
す
る
資
料
を
、
お
も
に
柏
木
氏
蒐
集
史
料
を

中
心
と
し
て
、
本
学
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
た
。

大
逆
事
件
の
概
要

大
逆
事
件
と
は
、
明
治
天
皇
の
暗
殺
を
計
画
し
た
と
い
う
理
由
で
多
数
の
社
会
主
義
者
、
無
政
府
主
義
者
が
検
挙
、
処
刑
さ
れ
た
弾
圧

事
件

で
あ
り
、
幸
徳
事
件
と
も

い
う
。
日
露
戦
争
反
対
を
機
に
高
揚
し
た
社
会
主
義
運
動
に
対
し
、
政
府
は
機
関
誌
の
発
禁
や
集
会

の
禁

圧
、
結
社
禁
止
な
ど
の
抑
圧
を
加
え
、

一
九
〇
入
年

(明
治
四
十

一
)
六
月
の
赤
旗
事
件
で
堺
利
彦
、
大
杉
栄
ら
の
中
心
的
人
物
を
獄
に

送

っ
た
。
こ
れ
以
後
、
実
質
的
な
運
動
は
ほ
と
ん
ど
展
開
で
き
な
い
状
勢
に
な
り
、

一
九
〇
九
年
五
月
に
幸
徳
秋
水
、
管
野
す
が
ら
の
創

刊
し
た

『自
由
思
想
』
も
発
禁
の
連
続
で
廃
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
合
法
的
な
運
動
は
不
可
能
に
な
る
。

迫
害
に
窮
迫
し
た
彼
ら
は
急
速
に
、
直
接
行
動

・
ゼ
ネ

ス
ト
に
よ
る
革
命

の
実
現
に
突
破
口
を
み

い
だ
そ
う
と
し
、
と
く
に
弾
圧

へ
の

復
讐

の
念
に
燃
え
た
管
野
は
、
宮
下
太
吉
、
新
村
忠
雄
、
古
河
力
作
と
と
も
に
、
天
皇
の
血
を
流
す
こ
と
に
よ
り
日
本
国
民
の
迷
夢
を
覚

ま
そ
う
と
爆
裂
弾
に
よ
る
暗
殺
計
画
を
練

っ
た
。
宮
下
は
長
野
県
明
科
の
製
材
所
で
爆
裂
弾
を
製
造
し
、

一
九
〇
九
年
十

一
月
爆
発
の
実

験
も
試
み
、

一
九

一
〇
年

一
月
に
は
東
京

・
千
駄
ヶ
谷

の
平
民
社
で
投
榔
の
具
体
的
手
順
を
相
談
す
る
が
、
幸
徳
は
計
画
に
冷
淡
で
著
述

に
専
念
し
よ
う
と
し
た
。

取
締
当
局
は
ス
パ
イ
を
潜
入
さ
せ
た
り
な
ど
し
て
こ
の
計
画
を
感
知
し
、

一
九

一
〇
年
五
月
二
十
五
日
の
長
野
県
に
お
け
る
宮
下
検
挙

を
手

始
め
に
、
六
月

一
日
に
は
神
奈
川
県
湯
河
原
で
幸
徳
を
逮
捕
し
た
。
政
府
は
こ
の
長
野
県
明
科
爆
裂
弾
事
件
を
手
掛
り
に

一
挙
に
社
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会

王
義
運
動
の
撲
滅
を
ね
ら

っ
て
、
幸
徳
が
各
地
を
旅
行
し
た
際
の
革
命
放
談
な
ど
を
も
と
に
、
大
石
誠
之
助
ら
の
紀
州
派
、
松
尾
卯

一

太
ら

の
熊
本
派
、
武
田
九
平
ら
の
大
阪
派
、
さ
ら
に
森
近
運
平
、
奥
宮
健
之
、
内
山
愚
童
ら
二
十
六
名
を
起
訴
す
る
ほ
か
、
押
収
し
た
住

所
録
な
ど
か
ら
全
国
の
社
会
主
義
者
数
百
名
を
検
挙
し
て
取
り
調
べ
た
。

大
逆
事
件
に
は
三
人

の
僧
侶
が
連
座
し
た
が
、
内
山
愚
童
以
外
の
高
木
顕
明

・
峯
尾
節
堂
が
和
歌
山
県
新
宮
在
住
で
あ

っ
た
。
新
宮
で

は
、
進
歩
的
文
人
に
し
て
医
師
で
も
あ

っ
た
大
石
誠
之
助
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
時
代
を
憂
え
る
青
年
が
数
多
く
集
ま

っ
て
い
た
。
峯
尾
は

強
烈
な
運
動
家
と

い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
社
会
主
義
に
好
奇
心
が
あ
る
と
い
う
程
度
で
あ

っ
た
が
、
高
木
は
檀
家
に
被
差
別
部
落
を
抱
え

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
社
会
的
差
別
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
必
ず
し
も
強
い
連
帯
感
で
結
び
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、

日
露
戦
争
中
に
高
木
は

『余
が
社
会
主
義
』
を
著
す
な
ど
、
念
仏
と
社
A
李
王
義

の
融
合
す
る
思
想
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
高

木
は
、
そ
の
肖
像
画
を
自
坊

に
飾

る
な
ど
、
与
謝
野
晶
子
を
敬
慕
し
て
い
た
。
新
宮
に
は
熱
心
な

『
平
民
新
聞
』

の
読
者
が
多
く
、

一
九

〇
九
年
に
郷
里
土
佐
中
村
で
静
養
し
て
い
た
幸
徳
秋
水
が
、
上
京

の
途
中
に
新
宮
で

一
か
月
ほ
ど
滞
在
し
、
熊
野
川
で
船
を
浮
か
べ

て
親
睦
会
を
開
く
な
ど
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
大
逆
事
件
の
発
覚
し
た
段
階
で
は

「熊
野
川
の
革
命
談
義
」
で
あ
る
と

さ
れ
、
後
に

「新

宮
グ
ル
ー
プ
」
呼
ば
れ
る
犠
牲
者
を
生
む
こ
と
に
な

っ
た
。
売
薬
業
を
や
っ
て
い
た
成
石
勘
三
郎
な
ど
は
、
酒
宴
に
惹
か
れ
て
参
加
だ
け

で
無
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
弟
平
四
郎
は
大
石
と
と
も
に
死
刑
と
な

っ
た
が
、
新
宮
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
た
被
告
た
ち
は
、
幸
徳
秋
水
を

有
罪

に
陥
れ
る
た
め
の
脇
役
に
つ
か
わ
れ
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
全
員
が
無
実

の
罪
で
あ

っ
た
。

第

二
次
桂
太
郎
内
閣
下
の
平
田
東
助
内
相
、
有
松
英
義
警
保
局
長
、
平
沼
験

一
郎
司
法
省
行
刑
局
長
兼
大
審
院
検
事

、
松
室
致
検
事
総

長
ら

の
指
揮
に
よ
り
全
国
的
な
捜
査
、
取
調
べ
と
裁
判
が
進
め
ら
れ
、
元
老
山
県
有
朋
を
は
じ
め
政
府
部
内
や
枢
密
顧
問
官
ら
の
強
い
圧

力
を
受
け
て
、
事
件
全
体
が
終
始
政
治
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
。
刑
法
第
七
十
三
条
の
大
逆
罪
に
問
わ
れ
た
た
め
、
裁
判

は
大
審
院
に
お
け

る

一
審
即
終
審

で
行
わ
れ
た
。
十

一
月

一
日
予
審
意
見
書
が
大
審
院
に
提
出
さ
れ
た
の
ち
、
同
九
日
公
判
に
付
す
こ
と
を
決
定
、
厳
重
な

警
戒

下
、
十
二
月
十
日
か
ら
裁
判
長
鶴
丈

一
郎
の
も
と
で
公
開
禁
止
の
公
判
が
開
始
さ
れ
た
。
弁
護
人
は
鵜
沢
聡
明
、
花
井
卓
蔵
、
今
村
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力
三
郎
、
平
出
修
ら
で
あ

っ
た
。

公
判
は
ほ
と
ん
ど
連
日
開
か
れ
、
十
二
月
二
十
五
日
検
事

の
論
告
が
あ
り
、
平
沼
は
総
論
で

「被
告
人

ハ
無
政
府
主
義
者

ニ
シ
テ
、
其

信
念

ヲ
遂
行
ス
ル
ノ
為
大
逆
罪
ヲ
謀
ル
、
動
機

ハ
信
念
ナ
リ
」
と
述
べ
、
最
後
に
松
室
が
全
員
に
死
刑
を
求
刑
、
二
十
七
日
か
ら
花
井
を

先
頭

に
弁
護
人
の
弁
論
が
あ
り
、

一
人
の
証
人
を
審
問
す
る
こ
と
も
な
く
結
審
し
た
。
早
く
も

一
九

=

年

一
月
十
八
日
に
判
決
言
渡
し

が
あ

り
、
全
員
有
罪
で
有
期
刑
二
名
以
外
は
二
十
四
名
が
死
刑
と
さ
れ
た
。
翌
十
九
日
天
皇

の
恩
命
と
し
て
死
刑
被
告
中

の
坂
本
清
馬

.

高
木
顕
明

・
峯
尾
節
堂
ら
十
二
名
を
無
期
懲
役
に
特
赦
減
刑
、

一
方
で
は
異
例
の
早
さ
で
二
十
四
日
に
は
幸
徳
、
大
石
、
森
近
、
宮
下
ら

十

一
名
を
、
翌
二
十
五
日
に
管
野
の
死
刑
を
執
行
し
た
。
無
期

・
有
期
刑

の
十
四
名
は
秋
田
、
諌
早

(長
崎
県
)
、
千
葉
の
各
監
獄
に
送

ら
れ
、
そ
の
う
ち
高
木
は

一
九

一
四
年
六
月
二
十
四
日
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
に
よ
る
僧
籍
削
除
を
苦
に
獄
中
で
総
死
し

(五
十

一
歳
)、

峯
尾
も

一
九

一
九
年
三
月
六
日
、
千
葉
監
獄
に
お
い
て
流
感
の
た
め
獄
死
し
た

(三
十
五
歳
)。

幸
徳
が
獄
中
で
遺
著

『基
督
抹
殺
論
』
を
叙
述
し
た
ほ
か
、
詳
細
な

「陳
弁
書
」
で
裁
判
批
判
を
展
開
す
る
ほ
か
、
管
野
の

「死
出
の

道
草
」
を
は
じ
め
、
手
記
や
遺
書
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
管
野
が
そ
の
手
記
に

「今
回
の
事
件
は
無
政
府
主
義
者

の
陰
謀
と

い
ふ
よ
り

も
、
む
し
ろ
検
事

の
手
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
陰
謀
と

い
ふ
方
が
適
当
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
幸
徳
、
管
野
、
宮
下
、
新
村
、

古
河

の
五
人
で
協
議
さ
れ
、
し
か
も
幸
徳
を
除

い
た
四
人
で
実
行
策
が
練
ら
れ
た
だ
け
の
幼
稚
な
天
皇
暗
殺
計
画
を

フ
レ
ー
ム

・
ア
ッ
プ

し
、
事
件
と
直
接
無
関
係
な
社
会
主
義
者
多
数
を
巻
き
込
ん
だ
こ
の
事
件
は
、
桂
内
閣
が
社
会
主
義
運
動
の
根
絶
を
ね
ら

っ
て
仕
組
ん
だ

史
上
空
前
の
大
弾
圧
で
あ

っ
た
。
全
国
を
吹
き
荒
れ
た
大
弾
圧
の
暴
風
に
よ
り
、
社
会
主
義
運
動
は

「冬
の
時
代
」
と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど

逼
塞
さ
せ
ら
れ
る
。
職
業
を
奪
わ
れ
、
学
校
を
追
わ
れ
、
生
活
を
破
壊
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て
多
く
の
転
向
者
も
出

し
た
が
、
わ
ず
か

に
生

き
残

っ
た
社
会
主
義
者
は
、
堺
利
彦
ら

の
売
文
社
に
閉
じ
こ
も

っ
た
り
、
大
杉
や
荒
畑
寒
村

の
よ
う
に
文
学
の
場
に
身
を
寄
せ
て

『近
代
思
想
』
を
発
刊
し
た
り
、
片
山
潜
や
石
川
三
四
郎
の
よ
う
に
亡
命
し
た
り
な
ど
し
て

「冬
の
時
代
」
の
寒
風
に
耐
え
た
。

こ
の
事
件
は
政
府
の
巧
み
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

一
般
社
会
に
社
会
主
義
の
恐
ろ
し
さ
を
植
え
付
け
る
と
同
時
に
、
文
学
者
に
も
大
き
な



衝
撃

を
与
え
た
。
徳
冨
藍
花
は

=
局
で

「謀
叛
論
」
を
講
演
し
て
幸
徳
ら
を
殉
教
者
と
訴
え
、
石
川
啄
木
は
事
件
の
本
質
を
鋭
く
見
抜

い

て
社
会
主
義

の
研
究
を
進
め
、
森
鴎
外
や
永
井
荷
風
は
事
件
を
風
刺
す
る
作
品
を
書

い
て
い
る
。
欧
米
の
社
会
主
義
者
も
日
本
政
府
に
多

数

の
抗
議
電
報
な
ど
を
送
る
な
ど
、
抗
議
運
動
を
展
開
し
た
。

一
九
六

一
年

(昭
和
三
十
六
)、
唯

一
人
の
生
存
者
坂
本
清
馬
と
、
森
近
運
平

の
妹
栄
子
が
東
京
高
裁

に
再
審
の
請
求
を
し
た
が
、

一
九
六
五
年
却
下
と
な

っ
た
。
柏
木
隆
法
氏
に
よ
る
内
山
愚
童
研
究
の
影
響
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
住
職
地
で
あ
る
神
奈
川
県
箱
根
町
大

平
台
林
泉
寺
住
職
木
村
正
壽
師
の
嘆
願
を
受
け
る
形
で
、

一
九
九
三
年
四
月
十
三
日
に
曹
洞
宗
が
内
山
の
宗
門
按
斥
を
取
り
消
し
て
、
正

式
に
名
誉
を
回
復
し
た
。
高
木
顕
明
に
つ
い
て
も
、

一
九
九
六
年
四
月

一
日
に
僧
籍
復
帰

(名
誉
回
復
)
が
な
さ
れ
、
浄
泉
寺
を
中
心
に

再
顕
彰
す
る

「
遠
松
忌
」
が
催
さ
れ
て
い
る

(遠
松
は
浄
泉
寺

の
山
号
で
高
木
の
号
)。
同
年
九
月
二
十
八
日
に
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で

も
峯
尾
節
堂
の
損
斥
処
分
を
取
り
消
し
、
僧
籍
を
復
活
し
た
。
二
〇
〇

一
年
八
月
二
十
五
日
に
は
和
歌
山
県
新
宮
市

で
、
「大
逆
事
件
の

犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
九
月
の
新
宮
市
議
会
で
は
大
逆
事
件
は
冤
罪
だ

っ
た
と
し
て
、
新
宮
グ
ル
ー
プ
六
人
の
名
誉
回

復
と
顕
彰
を
宣
言
す
る
決
議
案
を
可
決
し
た
。
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伊
藤
証
信
の
無
我
愛
運
動

伊
藤
証
信

(
一
八
七
六
～

一
九
六
三
)
の

「無
我
愛
運
動
」
は
、
明
治
以
降
に
数
多
あ

っ
た
新
興
宗
教
の

一
つ
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と

も
多

い
が
、
他
と
は

一
線
を
画
す
べ
き
特
異
な
宗
教
活
動
だ

っ
た
と
い
え
る
。

証
信
は
明
治
九
年
に
三
重
県
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
十
四
歳
の
頃
に
自
ら
望
ん
で
真
宗
大
谷
派
源
流
寺
で
出
家
し
た
。

真
宗
大
学

(現

京
都
大
谷
大
学
)
に
進
学
し
、

一
時
は
清
沢
満
之
の
影
響
を
受
け
て
、
本
山
改
革
運
動
に
参
加
し
た

こ
と
も
あ

っ
た
が
、

次
第
に
宗
教
そ
の
も
の
に
懐
疑
的
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
十
七

(
一
九
〇
四
)
年
、
病
床

の
父
の
枕
元
で
神
が
か
り
状
態
と
な
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り
、

そ
の
と
き
の
感
動
を

「無
我
の
愛
」
と
名
付
け
、
東
京
巣
鴨
の
大
日
堂
で
自
給
自
足
の
生
活
を
は
じ
め
、
巣
鴨

の
森
を

「無
我
苑
」

と
名
付
け
る
と
と
も
に
、
翌
年
に
は
機
関
紙

『無
我

の
愛
』

の
発
行
を
開
始
し
た
。
同
紙
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た

「確
信
文
」
に
は
、
「吾

人
は
仏
教
な
る
が
故
に
信
ず
る
に
非
ず
、
基
督
教
な
る
が
故
に
信
ず
る
に
非
ず
、
只
、
絶
対
の
真
理
な
る
が
故
に
之
を
信
ず
る
也
、
何
を

か
絶
対
の
真
理
と

い
ふ
、
曰
く
云
い
難
し
、
且
く
語
を
籍
り
無
我
の
愛
と
名
付
け
ん
か
」
と
述
べ
、
親
鷲
の
説
く
他
力
本
願
と
ト
ル
ス
ト

イ
の
人
類
愛
を
融
合
さ
せ
、
自
ら
の
実
践
を
通
じ
て
主
体
性

の
解
放
を
説

い
た
と
さ
れ
る
。

『無
我
の
愛
』
の
反
響
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
購
読
者
が
急
増
す
る
と
と
も
に
来
園
者
も
増
え
、
若
き
河
上
肇
も

一
時
期
に
せ
よ
入
苑

し
て

い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
堺
利
彦
、
石
川
三
四
郎
な
ど
の
社
会
主
義
者
も
、
無
我
苑
を
訪
れ
て
語
り
合

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方

で
真
宗
大
谷
派
か
ら
は
、
異
安
心
と
し
て
中
止
命
令
を
受
け
る
な
ど
し
た
た
め
、
証
信
は
僧
籍
を
返
上
す
る
と
と
も
に
大
学
研
究
科
も
退

学
し

て
し
ま

っ
た
。
徳
冨
藍
花

・
幸
徳
秋
水

・
堺
利
彦
ら
は
、
証
信
の
行
動
を
称
賛
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

そ

の
後
、
証
信
自
身
の
思
い
と
は
別
に
、
無
我
苑
の
教
団
化
と
拡
大
に
よ
る
質
的
低
下
が
あ

っ
た
た
め
、
足
尾
銅
山

の
鉱
毒
問
題
に
奔

走
す
る
田
中
正
造
に
会

っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
無
我
苑
を
閉
じ
て
運
動
を
停
止
し
て
し
ま

っ
た
。

そ

の
後
四
年
間
、
赤
松
照
瞳

(与
謝
野
鉄
幹
の
実
兄
)
に
招
か
れ
て
、
山
口
の
徳
山
女
学
校
で
教
鞭
を
執
る
と
と
も
に
、
医
師
竹
内
朝

子
と
結
婚
し
、
再
度
上
京
し
て
運
動
を
再
開
す
る
が
、
巣
鴨
時
代
ほ
ど
に
は
振
る
わ
な
か

っ
た
ら
し
い
。
大
逆
事
件
に
際
し
て
は
、
か
つ

て
交
流
の
あ

っ
た
大
石
誠
之
助
や
内
山
愚
童
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
、
「大
逆
事
件

の
啓
示
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
罰
金
刑

に
処

せ
ら
れ
た
が
、
納
入
を
拒
否
し
て
入
獄
し
た
。
伊
藤
証
信
の
無
我
愛
運
動
は
断
続
的
に
五
十
年
以
上
続
く
が
、
熱

烈
な
天
皇
崇
拝
者

で
あ

っ
た
た
め
に
終
戦
後
に
批
判
を
受
け
、
多
く
の
信
者
が
離
反
す
る
中
で
、
妻
朝
子
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
理
解
者
が
相
次

い
で
な

く
な
り
、
碧
南
市
に
移
転
し
て
い
た
無
我
苑
が
伊
勢
湾
台
風
で
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
運
動
は
事
実
上
の
終
焉
を
迎
え
た
。

宗
教
法
人
に
よ
る
教
団
化
を
奨
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
「教
団
は
宗
教
を
堕
落
さ
せ
ら
れ
る
因
で
あ
る
」
と

し
て
最
後
ま
で
拒

み
続
け
、

一
代
で
そ
の
運
動
は
終
わ

っ
た
。
そ
の
交
流
の
範
囲
は
き
わ
め
て
広
く
、
左
翼
知
識
人
に
限
ら
ず
民
族
派
の
活
動
家
、
イ
ン
ド



も 独
い 」必

た の
。 志

士

ラ
ス

ビ

ノ、

リ

ボ

1
ス

(新
宿
中
村
屋
創
始
者
相
馬
愛
蔵
の
娘
婿
)
や
中
国
の
張
作
森
、
韓
国
の
民
族
主
義
者
朴
烈
な
ど
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今

回
の
企
画
を
実
現
す
る
に
際
し
、
柏
木
隆
法
氏
の
ほ
か
、
高
木
の
住
職
地
で
あ
る
和
歌
山
県
新
宮
市

の
浄
土
真
宗
大
谷
派
浄
泉
寺
住

職
山
ロ
範
之
師
、
大
逆
事
件
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
成
石
兄
弟
の
菩
提
寺

で
あ
る
、
田
辺
市

の
曹
洞
宗
祐
川
寺
住
職
丹
羽
達
宗
師
よ
り
、

未
公

開
の
も

の
を
含
め
て
貴
重
な
史
料
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
真
宗
大
谷
派
解
放
推
進
本
部
の
訓
覇
浩
師
な
ど
か
ら
も
写

真
パ
ネ

ル
の
提
供
な
ど
の
御
支
援
を
頂
戴
し
た
。
さ
ら
に
中
川
剛

マ
ッ
ク
ス
氏
に
は
、
史
料
解
説
の
作
成
を
は
じ
め
、
当
日
の
列
品
解
説

な
ど
、
多
大
な
御
協
力
を
戴

い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
甚
深
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

筆
者
自
身
、
専
門
と
す
る
領
域
は
あ
く
ま
で
日
本
中
世
禅
宗
史
で
あ
り
、
今
回
展
示
し
た
史
料
の
意
味
や
価
値
に
つ
い
て
、
十
全
の
活

用
は
能
力
に
余
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
近
代
仏
教
史
に
関
す
る
史
料

の
保
全
と
研
究
に
、
多
く
の
関
心
が
向
け
ら

れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
ま
た
図
録
を
作
成
す
る
ゆ
と
り
が
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
記
録
の
た
め
に
本
誌
に
展
観
目
録
を
掲
載
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
し
た
。

ま
た
本
稿
の
内
容
に
お
い
て
も
、
特
に
伊
藤
証
信
の

「無
我
愛
運
動
」
に
関
す
る
記
述
は
、
基
本
的
に
柏
木
隆
法
氏
の
研
究
成
果
を
引
用

さ
せ
て
戴

い
た
も
の
で
あ
る
。

【参
考
文
献

・
論
文
】

柏
木
隆
法

石
川
力
山

『大
逆
事
件
と
内
山
愚
童
』一

九
七
九
年
、

「内
山
愚
童
集
」

(『曹
洞
宗
選
書
』
六
)

J
C
A
出
版

一
九
八

一
年
、
同
朋
舎
出
版

柏
木
隆
法

『伊
藤
証
信
と
そ
の
周
辺
』

一
九
八
六
年
、
不
二
出
版

池
田
英
俊

「内
山
愚
童

の
生
涯
と
思
想
運
動
」

(
『曹
洞
宗
教
義
法
話
大
系
』
二
十
五
)

一
九
九
〇
年
、
同
朋
舎
出
版
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石
川
力
山

「
内
山
愚
童
と
近
代
禅
思
想

戦
争

・
差
別

・
人
権

に
対
す
る
仏
教
者
の
視
座
を
め
ぐ

っ
て
」

(
『宗
学
研
究
』
三
十
四
)

一
九
九
二
年
、
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所

石
川
力
山

「
禅
僧
の
社
会
意
識
に
つ
い
て

1
近
代
仏
教
史
に

お
け
る
武
田
範
之

・
内
山
愚
童
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
」

(『日
本
佛
教
学
会
年
報
』
六
十

一
)

一
九
九
六
年
、
日
本
佛
教
学
会

『仏
種

を
植
ゆ
る
人

ー
内
山
愚
童
の
生
涯
と
思
想
1
』

二
〇
〇
六
年
、
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
編

神
崎

清

『革
命
伝
説

大
逆
事
件
』

二
〇

一
〇
年
、
子
ど
も

の
未
来
社

大
東

仁

『大
逆
の
僧

高
木
顕
明
の
真
実
』

二
〇

一
一
年
、
風
媒
社

『大
逆
事
件
と
今
村
力
三
郎
』

二
〇

一
二
年
、
専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室
編
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資

料

名

法

量

筆者

・

発
給
者

年

代

備

考

新
宮
市

浄
泉
寺
所
蔵
史
料

1

画
文
「
し
の
ぶ
れ
ど
…
」

一

軸

高
木
顕
明
(
遠
松)

2

「
与
謝
野
晶
子
像」

一

軸

西
村
伊
作
画

大

石
誠

之

助
か
ら

の

贈

り
物、

裏に由来書き

3

六
字
名
号

一

枚

蓮
如

顕

明
の

裏
書

き

あ
り
(
1

9
0

5年か)

4

六
字
名
号

一

枚、

付

袋

高
木
顕
明

袋
に
大
石
と
の

会
話
記
録
あ
り

5

俳句

「朝

陽
立
つ

…
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

6

俳句

「

桜咲

く
…
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

7

俳句

「

行春

の
…
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

8

俳

句
「

君
ゆ
か
ば
…
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

9

俳
句
「
我
を
す
て
て
…
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

10

短
冊
「
錦
」

一

葉

高
木
顕
明
(
遠
松)

画

田
辺
市

祐
川
寺
所
蔵
史
料

1

『
碧
巌
集』

袋

綴、

一

冊

成
石勘

三
郎
(
空
庵)

筆

昭

和

4

年

(
1

9
2

9)

2

『
歎
異
抄』

仮

綴、

一

冊

成
石
勘
三
郎
(
空
庵)

筆

大

正

5

年

(
1

9
1

6
)
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3

『法

華
経』

(

大学

ノ
ー
ト)

八
巻
三
冊

成
石
勘
三
郎
(
空
庵)

筆

1

9

2

6

～

27

第
三
冊
末
尾
に
写経

由
来
を
付す

土
岐
市

柏木

隆法

氏
所蔵

史料

1

書
「
無
我
愛」

一

軸

伊
藤
謹
信

2

書
「
自
己
の

運命

を
…
」

一

軸

伊
藤
謹
信

3

和
歌
「
し
の
の
め
の
…
」

一

軸

与
謝
野
晶
子

4

和
歌
「
あ
め

り
か
へ

の
…
」

一

軸

暁
烏

敏

昭

和
4

年

(
1

9

2

9)

明
治
～
昭
和
の
大
谷
派
僧
侶、

清沢満之に師事

5

書
「
假
樂
君
子
…
」

一

軸

赤
松
連
城

明
治
期
の
真
宗
本
願
寺
派
の
僧、大教院反対運動

6

書
「
萬
物
静
…」

一

軸

加
藤
咄
堂

甲戌

初冬

明
治
期
の
仏
教
学
者、

中
外
日
報論説記者

7

書
「
花
燗
漫
…」

一

軸

江
部
鴨
村

大
正
～
昭
和
の
仏
教
学
者、

大
谷大教授など歴任

8

画
「
傘
に
蛙
」

一

軸

真渓

涙
骨、

関

精
拙

真
渓
は
中
外
日
報
創
設
者、

関
清拙は天龍寺管長

9

和
歌
「
こ
こ
の

え
の

…
」

一

軸

沖
野
岩
三
郎

大
逆

事

件
が
モ

デ
ル

の

小

説
『
宿命』、牧師作家

10

和
歌
「
語
ら
ず
や
…
」

一

軸

堺

利彦

明
治

～

昭
和
の

社

会
主

義

者、

思想家、小説家

11

書
「
至
誠
」

一

軸

井
上
日
召

自

称
日
蓮

主

義
の

僧
侶
で

右

翼
テロリスト

12

書

一

軸

ラ

ス
・

ビ

ハ

リ
・

ボ

ー
ス

新
宿
中
村
屋
創
業
相
馬
家
の
婿、インド独立運動家

13

書
「
鶏
鳴
紫
阻
…
」

一

軸

張

作
森

中
華
民
国
初
期
の
軍
閥
政
治
家、張学良の父
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14

写
真
「
伊
藤
讃
信
・

朝
子
」

一

葉

昭

和

30

年

(

1

9

5

5)

15

写

真
「

伊

藤

謹

信
・

和

田

幽
玄
・安藤現慶」

一

葉

16

写

真
「

桂

香
厳
・

常
盤

大

定
・

伊藤讃信他一名」
一

葉

昭

和元

年
(
1
9
2
6)

17

和歌

「
い

や
た
か
き
…
」

一

葉

伊
藤
謹
信

18

俳句

「
む
ご
殿
の
…

」

一

葉

伊
藤
朝
子

伊
藤
謹
信
の
妻

19

和
歌
「
二
人
し
て
…
」

一

葉

与
謝
野
晶
子

20

和
歌
「梅

な
ど
は
…
」

一

葉

与
謝
野
鉄
幹

21

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

暁
烏

敏

22

伊
藤
讃
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

堺

利
彦

23

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

椎
尾
弁匡

仏

教
学

者、

大
正

大

学
学

長、

増上寺法主

24

伊
藤
讃
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

常
盤
大
定

明

治

41

年

(
1

9

0

8
)

中
国

仏
教
史
研

究
者、

『
中
国

文
化史蹟』の著者

25

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

島
地
大
等

昭

和

2

年

(
1

9

2

7
)

仏
教

学
者、

黙

雷
の

養
子、

『
天

台教学史』の著者

26

伊
藤
謹
信
宛
書
簡

一

枚、

付

封筒

高
楠順

次
郎

昭

和

13

年

(
1

9
3

8
)

仏
教
学
者、

東
京
帝
国
大
学
教
授、東洋大学学長

27

伊
藤
謹
信
宛
書
簡

一

枚、

付

封筒

南
条文

雄

昭

和

14

年

(
1

9
3

9
)

仏
教
学
者、

東
京
帝
国
大
梵
語
学講師、大谷大学学長

28

伊
藤
謹
信
宛
書
簡

二

枚、

付

封筒

倉
田
百
三

昭

和

15

年

(
1

9
4

0)

戯

曲
家、

評
論

家、

一

灯
園

信
者、『出家とその弟子』

29

伊
藤
讃
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

市
川
房枝

昭

和

21

年

(

1

9
4

6)

女
性
問
題
運
動
家、

政
治
家
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30

伊
藤
謹
信
宛
書
簡

封筒

の
み

武者

小路

実篤

昭

和
22

年

(
1

9

4

7
)

白
樺

派
の

小
説
家、

詩
人、

「
新
しき村」の人道主義

31

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

石
川
三
四
郎

昭

和
26

年

(
1

9

5

1
)

キ

リ
ス

ト

教

徒
で

社

会

運

動

家、アナキスト、作家

32

伊
藤
讃
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

市
川
白弦

昭

和
27

年

(
1

9

5

2
)

花
園
大
学
名
誉
教
授、

定
年
後
に還俗、社会運動家

33

伊
藤
謹
信
宛
書
簡

一

枚、

付

封筒

江
部
鴨
村

昭

和
29

年

(
1

9

5

4
)

34

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

秋
田
雨
雀

昭

和
29

年

(
1

9

5

4)

劇
作

家、

小
説

家、

エ

ス
ペ

ラ
ント語の普及に努める

35

伊
藤
讃
信
宛
ハ

ガ

キ
・

書
簡

一

葉、

四

枚

谷
口
雅
春

葉書

は

昭
和
27

年

「
生

長
の

家」

創始

者

36

伊
藤
朝
子
宛
書
簡

封
筒
の
み

柳

宗
悦

明
治

～
昭

和
の

美

学
者、

宗
教

哲学者、白樺派

37

岩
波
書
店
海
野
友
寿
宛
書簡

(
含
;七言律詩)

三

枚、

付

封筒

朴
烈

朝
鮮
の

社

会
運

動

家、

無

政
府
主義、テロリスト

38

伊
藤
讃
信自

筆
原
稿一

括

伊
藤
讃
信

39

伊
藤
謹信

宛書

簡

四

枚、

封

筒無し

河
上

肇

元

京

都
大

教

授、

経

済
学

者、

一時無我苑に入る

40

伊藤

謹信

宛
ハ
ガ
キ

一

葉

河
上
肇
夫
人

明

治

39

年

(

1

9

0

6)

41

萬
教
協
和
聯
盟
創
立
発
起
人
及
賛成人芳名録

一

冊

著

名
な
仏
教
学

者、

キ

リ
ス

ト

者、作家などの記名

42

写真

「
内
山
愚
童
」

一

葉

43

写
真
「
内
山
愚
童
形
見
硯
箱」

二

葉

44

『
無
政
府
共
産』

(
原
本)

一

冊

内
山
愚
童

明

治
41

年

(
1

9

0

8)

45

伊
藤
讃
信
宛
書
簡

一

枚、

付

封筒

内
山
愚
童

明

治
38

年

(
1

9

0

5)
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46

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

内
山
愚
童

明

治

39

年

(

1

9

0

6)

47

伊
藤
謹
信
宛
ハ
ガ
キ

一

葉

沼
波
政
憲

昭

和

29

年

(

1

9
5

4)

教

誰
師、

内

山
の

最

後
に
立

ち

会、つ

48

和
歌
「
古
き
世
に
…
」

一

葉

中村

久
子

両

手

足
切

断
の

芸

人、

作
家、

ヘレン・ケラーと会う

49

和

歌

「

-
」

一

葉

倉
田
百
三

50

俳
句
「
勿
体
な
や
…
」

一

葉

大
谷句

仏

東

本
願

寺

第
23

代

法
主、

句
仏
は俳号

51

和
歌
「
我
が
佛
と
…
」

一

葉

江
渡秋

嶺

明
治
～
昭
和
の
農
民
思
想
家

52

色
紙
「
和
」

一

枚

梨
本
宮
方
子

元
皇
族、

旧
大
韓
帝
国
元
皇
太
子李根の妃

53

色
紙

一

枚

賀
川
豊
彦

大
正

～

昭

和
の

キ

リ
ス

ト

教
社

会運動家

54

色
紙
「
大
陸
の

…」

一

枚

平
塚
ら
い

て

う

思

想

家、

フ
ェ

ミ
ニ

ス

ト、

女

性解放運動の指導者

55

色
紙
「
未
帰
還
の
…
」

一

枚

森
田
草
平

作

家、

翻

訳

家、

平
塚
ら
い

て

うと心中未遂

56

色
紙
(
津
田
青
楓
画
に
寄
せ
書
き)

一

枚

赤
松
月
船、

和
田
幽
玄
他

昭
和
7

年
(
1
9
3
2
)

赤
松
は
曹
洞
宗
の
僧
で
詩
人、

和田は中外記者

57

色
紙
「
伊
藤
讃
信
似
顔
絵」

一

枚

市
村
某

昭

和
11

年

(
1

9

3

6
)

以
下、

出
版
物

58

『
幸
徳一

派

大
逆
事件

顛
末』

一

冊

宮
武
外
骨

昭

和
21

年

(
1

9

4

6
)

明
治
～

昭
和
の

ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、新聞史研究家

59

峯
尾
節
堂覚

書
(『
大
逆
事
件』

二)
一

冊

今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録
31巻

2
0
0
2

年

元
専
修
大
学
総
長、

大
逆
事
件
の弁護士の一人

60

峯
尾節

堂
「
我
戯
悔
の
一

節」
(
『
獄中手記』)

一

冊

神
崎

清

昭

和
39

年

(
1

9

6

4)


